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錯 視 
   

物理的に等しいものが、主観的に、すなわち目で見たときに等しく見えるとは限らない。

これらの現象は、錯視と呼ばれている。錯視図形として、M &&u ller-Lyer の図形、Ponzo の

図形、Ebbinghausの図形を選び、それらの描画と錯視量を測定するプログラムを用意した。 

 

ミュラーリアーの図形 

プログラムを実行すると図１のフォームが表示される。 

GOボタンのクリックで図２の画面になる。左の横棒と右の横棒の長さは物理的には同じ

である。「Ｍ」のキー、あるいは「Ｎ」のキーを押すと、右側の横棒の長さが長くなったり、

短くなったりする。左右の横棒の長さが等しく見えたところで、画面の上の方にある Show

ボタンをクリックすると、図３のように左右の横棒の長さがピクセル単位で表示される。

図１ 実行開始時のフォーム 



岡本安晴、2004.3  

2 

左右の棒の長さの差が錯視量である。 

図３の画面でGOボタンをクリックすると図２のような画面になり、再び「Ｍ」キー、「Ｎ」

キーの押下で右側の横棒の長さを調整することができる。 

Exitボタンのクリックでプログラムは終了する。 

Showボタン

図２ ミュラーリアーの錯視図 

GOボタン 

図３ 長さの表示 
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Ponzo の図形 

プログラムを実行すると図４のフォームが表示される。 

GOボタンのクリックで図５の画面となる。ハの字形に囲まれた２本の横棒は物理的には

同じ長さである。「Ｍ」キー、あるいは「Ｎ」キーを押すと、下の方の横棒が長くなったり、

あるいは短くなったりする。上下の横棒が同じ長さに見えたところで画面上方の Show ボ

図４ 実行開始時のフォーム 

Sowボタン

図５ ポンゾの錯視図 
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タンをクリックすると図６の画面のように上下の横棒の長さがピクセル単位で表示される。

錯視量は、長さの差として求められる。 

GOボタンをクリックすると、図５のような画面になり、「Ｍ」キー、「Ｎ」キーの押下で

下の方の横棒の長さを再び調整することができる。 

Exitボタンをクリックすると、プログラムは終了する。 

 

Ebbinghaus の図形 

プログラムを実行すると図７のフォームが表示される。GOボタンのクリックで図８の画

面になる。左右のそれぞれ大円あるいは小円に囲まれた中央の円の半径は物理的には同じ

である。「Ｍ」キー、あるいは「Ｎ」キーを押すと、左側の中央の円の大きさが大きくなっ

たり、あるいは小さくなったりします。左右の円の大きさが等しく見えたところで Show

ボタンをクリックすると、図９のように左右のそれぞれ中央の円の直径がピクセル単位で

GOボタン 

図６ 長さの表示 
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表示される。錯視量は、直径の差として求めることができる。 

図９の画面で GOボタンをクリックすると、図８の画面のようになり、再び「Ｍ」キー、

「Ｎ」キーの押下で左右の円の大きさを調整することができる。 

Exitボタンをクリックすると、プログラムは終了する。 

 

図７ 実行開始時のフォーム 

Showボタン

図８ エビングハウスの錯視図 
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GOボタン 

図９ 直径の表示 


